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も
と
も
と
は
地
質
学
研
究
の
用

語
で
、 
斜  
交  
層  
理 
や 
偽  
層  
理 
な
ど

し
ゃ 
こ
う 
そ
う 
り 

ぎ 
そ
う 
り

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的

な
地
層
が
水
平
に
堆
積
す
る
の
に

対
し
、
海
や
川
な
ど
の
流
れ
る
水

の
影
響
や
、
空
気
の
動
き
な
ど
に

よ
り
、
地
層
が
斜
め
に
堆
積
し
た

り
、
水
平
な
層
の
中
に
細
か
な
斜

め
方
向
の
層
が
で
き
る
現
象
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

ま
す
。
こ
の
地
層
が
で
き
た
頃
の

海
は
、
海
水
が
暖
か
く
石
灰
分
が

大
量
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
海

底
で
地
層
が
形
成
さ
れ
た
後
、
速

や
か
に
固
ま
り
、
そ
の
結
果
多
く

の
化
石
が
保
存
状
態
良
く
含
ま
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
二

枚
貝
や
フ
ジ
ツ
ボ
、
ウ
ニ
な
ど
の

化
石
に
加
え
て
、 
生  
痕  
化  
石 
と
呼

せ
い 
こ
ん 
か 
せ
き

ば
れ
る 
環 か

ん 
虫 

ち
ゅ
う 

類 
が
這
っ
た
痕
や
、

る
い

巣
穴
の
痕
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

偽
層
は
い
ろ
い
ろ
な
化
石
を
間

近
に
観
察
し
た
り
、
触
っ
た
り
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
南
伊
豆
地
方

の
成
り
立
ち
や
、
地
殻
変
動
の
状

態
を
知
る
上
で
も
大
変
貴
重
な
文

化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス　

下
田
駅
よ
り
柿
崎
・

須
崎
方
面
バ
ス　

柿
崎
神
社
前
バ

ス
停
下
車
徒
歩
３
分

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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数
百
万
年
前
、
潮
流
の
影
響
を

受
け
や
す
い
浅
い
海
で
、
斜
め
に

堆
積
し
た
り
、
削
ら
れ
た
り
し
な

が
ら
幾
重
に
も
層
が
形
成
さ
れ
偽

層
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
や
が
て
地

層
は
岩
と
な
り
、
土
地
の
隆
起
に

よ
っ
て
地
上
に
姿
を
現
し
、
そ
の

後
の
風
雨
に
よ
る
侵
食
に
よ
っ
て
、

現
在
の
よ
う
な
変
化
に
富
ん
だ
姿

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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こ
の
付
近
の
地
層
は
白
浜
層
群

と
い
い
、
今
か
ら
数
百
万
年
前
に

堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

岩
質
は
白
色
の
凝
灰
質
砂
岩
で
、

貝
な
ど
の
化
石
を
多
く
含
ん
で
い 偽装 （斜めに堆積した層が見えます）

　

小
泉
純
一
郎
首
相
の
後
継
と
し
て

第　

代
首
相
に
安
倍
晋
三
氏
が
指
名

９０
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
最
年
少
、
初
の

戦
後
生
ま
れ
の
首
相
の
誕
生
で
す
。

と
同
時
に
５
年
半
ぶ
り
の
フ
ァ
ー
ス

ト
レ
デ
ィ
ー
安
倍
昭
恵
夫
人
の
誕
生

で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
９
月
、
横
須

賀
基
地
に
停
泊
中
の
空
母
キ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ク
艦
上
で
行
わ
れ
た
在
日
米
海

軍
司
令
官
交
代
式
に
出
席
し
た
折
り
、

隣
の
席
に
座
っ
た
女
性
か
ら
「
安
倍

晋
三
の
家
内
で
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と

き
れ
い
な
名
刺
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
が
始
ま
る
ま
で
の
短
い
時
間
で
あ

り
ま
し
た
が
一
緒
に
艦
内
を
見
学
。

私
か
ら
シ
ー
フ
ァ
ー
米
国
大
使
、
退

任
さ
れ
る
ル
イ
少
将
、
着
任
さ
れ
る

ケ
リ
ー
少
将
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
下
田
市
長
と
し
て
首

相
夫
人
と
良
い
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
。

　

観
光
で
生
き
る
下
田
の
顔
づ
く
り

が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
サ
ク
ラ

ソ
ウ
等
で
市
内
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
花
協
議
会
長
の
志
田
保
子

さ
ん
の
活
動
を
東
伊
豆
町
の
花
の
会

の
皆
さ
ん
が
バ
ス
２
台
で
訪
れ
、
ハ

ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
普
及
を
視

察
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
多
く
の
花

が
町
に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
旧

南
豆
製
氷
所
の
建
物
に
東
大
の
先
生

や
、
工
芸
大
や
明
治
大
、
日
大
の
生

徒
た
ち
が
精
力
的
に
調
査
に
入
り
ま

し
た
。
市
民
有
志
、
南
豆
製
氷
応
援

団
、
南
豆
伊
豆
石
ト
ラ
ス
ト
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
地
域
再
創
生
ブ
ロ
グ
ラ
ム
、
下
田

Ｔ
Ｍ
Ｏ
な
ど
で
構
成
す
る
『
下
田
ま

ち
遺
産
連
携
会
議
』
に
よ
る
「
下
田

ま
ち
遺
産
調
査
」も
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル

調
査
と
し
て
内
開
府
で
採
択
さ
れ
旧

町
内
の
建
築
物
を
対
象
に
調
査
し
、

こ
れ
か
ら
の
歴
史
的
建
造
物
を
生
か

し
た
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
伊
豆
ブ
ラ
ン

ド
創
生
事
業
と
し
て
「
海
辺
の
健
康

づ
く
り
・
海
洋
浴
の 
郷 
」
に
取
り
組

さ
と

む
ビ
ッ
グ
シ
ャ
ワ
ー
実
行
委
員
会
は

東
京
海
洋
大
学
の
石
崎
助
教
授
、
民

間
活
力
開
発
機
構
の
高
橋
参
与
を
招

き
、現
地
視
察
と
勉
強
会
を
開
催
し「
新

た
な
観
光
資
源
」
の
発
掘
に
動
き
だ

し
ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
市
民
の
皆

さ
ん
や
市
役
所
職
員
よ
り
提
案
さ
れ

て
い
た
栗
原
は
る
み
さ
ん
の 「
下
田
親

善
大
使
」 就
任
の
話
も
ご
本
人
の
内
諾

を
い
た
だ
き
近
く
委
嘱
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
下
田
を

元
気
に
し
よ
う
と
い
う
こ
れ
ら
の
活

動
に
対
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
の

絶
大
な
る
ご
協

力
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

柿
崎
海
岸
の
弁
天
島
と
、
そ
の

東
側
の
小
さ
な
岬
や
、
三
島
神
社

周
辺
で
は
、
偽
層
が
著
し
く
発
達

し
た
様
子
を
目
前
に
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

柿崎　弁天島
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 「下田旧町内まちづくりルール検討会」 を設立し、この方針実現のために、避難路 （道路） の指定や、建物の建て方に

関することなどを、地域の皆様と一緒に検討しています！

※下田市都市計画マスタープランは、建設課及び下田市立図書館において閲覧できます。

伊豆縦貫道の建設計画に合わせ、

交通体系の方針を見直しました。

生活や観光等の自動車交通を円滑に処理する道路網を整えよう ！
歴史や文化を肌で感じ、歩きたくなる、住みたくなる旧町内にしよう ！
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伊豆縦貫道及びアクセス道路

 （国道135・136号） を整備する

ことで、旧町内の通過交通を

減らすことができるチャンス ！ ！

旧町内を「歩いて楽しめるまち」

にしていく方針が実現するんだね ！ ！
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まちなかを

よけいな車が

走らないよう

外周道路は

強化しょう ！ ！

まちなかは

太鼓橋が

映える今の

まちを残そう ！ ！
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地区別説明会も開催中です ！
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